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ライフバンテージ プロバイオは、生きた善玉菌を遅延放出型カプセルによって必要とされる場所まで届け、そこで徐々に放出
することにより、身体にアプローチします。これはプロバイオティクスをスマートに摂取する方法です。また、善玉菌はそれらが
存在する場所のみならず、全般的な健康バランスを整えることで、日々のヘルシーライフをサポートしてくれます。

プロバイオティクス（善玉菌）とともに生きる

ライフバンテージ プロバイオ

製品について
サイエンスに裏付けられた、スマートなプロバイオティクス
健康を維持するためには、細菌バランスを保つことが重要ですが、とりわけ善玉菌の量に関しては、多ければ多いほどいいとい
うわけではありません。摂取量よりも、生きたまま必要な場所に到達する善玉菌を、バランスよく摂取することの方が大切です。

したがって、ライフバンテージ  プロバイオには、そのメリットと配合バランスを吟味して6種類のプロバイオティクス株を選び出
し、合わせて60億CFU*の善玉菌を配合しました。

さらに、それらの生きた善玉菌を必要な場所まで送り届けることができる、遅延放出型カプセルを採用したのです。

様々な種類の生きた菌株が届くことで、多様なメリットがもたらされます。有用なベータグルカンとともに健康維持をサポートし、
プロバイオティクスがもたらすメリットを利用して、日々のヘルシーライフをサポートします。

 

*CFU－善玉菌数を示すコロニー形成単位
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特長

お召し上がり方 原材料名
1日1カプセルを目安に水やぬるま湯などでお召し上が
りください。

取扱い上の注意：

● 原材料をご確認の上、食品アレルギーのある方はお召し上がり
にならないでください。

● 乳幼児の手の届かない所に保管してください。

● 18歳未満の方、妊娠中の方、授乳中の方はお召し上がりになら
ないでください。

● 体質や体調によりまれに合わないときがあります。その場合は
ご使用を中止してください。

● 薬を服用している方、通院中の方は担当専門医にご相談の上、
ご使用ください。

● 開封後はキャップをしっかりしめてお早めにお飲みください。

パン酵母抽出物、乳酸菌、アシドフィルス菌、ビフィズ
ス菌 / ヒドロキシプロピルメチルセルロース、微結晶
セルロース、微粒二酸化ケイ素、ステアリン酸マグネ
シウム、増粘剤（アルギン酸ナトリウム）

•	 60億CFU*の善玉菌を必要な場所に

•	 善玉菌で全般的な健康バランスをサポート

•	 身体本来の力にアプローチして、健康をサポート

•	 善玉菌をそれらが最も必要とされる場所まで届ける、遅延放出型カプセルを採用

•	 身体のシグナルをサポートし、ウェイトマネジメントにアプローチ

主要成分、技術について

「プロバイオティクス菌株」

総合的に健康をサポートするため、プロバイオには以下の
プロバイオティクス株を配合しています。
● ラクトバチルス・アシドフィルス La-14�
● ラクトバチルス・パラカゼイ Lpc-37�
● ラクトバチルス・ラムノサス HN001�
● ラクトバチルス・ラムノサス GG-AF�
● ビフィドバクテリウム・ラクティス Bi-07
�● ラクトバチルス・アシドフィルス NCFM

「パン酵母由来ベータ1 , 3 / 1 , 6グルカン」

このパン酵母由来のベータグルカンは、身体本来の力を自然に維持し、
内的なトラブルやライフスタイル上のトラブルから保護してくれます。 
あらゆる年代の方の健康とエナジーをサポートします。

「遅延放出型カプセル」 

植物由来の遅延放出型カプセルが、善玉菌を必要な場
所まで送り届けます。このカプセルを採用したプロバイ
オの善玉菌は、必要な場所へと到達するまでの道中も
生き続けて、最終的にそれらが最も必要とされる場所
へと辿り着きます。


